
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №19 公共施設緑化推進事業 担当課 公園緑地課 予算費目名
款 項 目 

08 03 04 

事業概要 

及び目的 

緑の基本計画の緑を支えるしくみづくりの１施策として、公共施設に市の花であるあ

じさいの植栽や建物緑化を推進することで、市民の緑に対する関心を高めるととも

に、習志野市らしい特色ある都市景観を形成する。 

 

成 

果 

目 

標 

成果指標

①あじさい植栽本数 

②新築・増改築公共施設の緑化率 20％

の達成率 

年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 1,200,000 0 0 0

計画値 
①16 万本 

②100％ 

決算額（単位：円） 1,197,000 42,000 1,293,800

従事職員数 2 2 2

事業の 

位置づけ 

章 ２ 都市と自然が共生したまち ★左記施策（号）との結び付き 

 市域全体に市の花であるあじさいを植えることで、習志野市らしい特色あるまちの

景観を形成することができるとともに、公共施設の緑化を推進することで、市民の緑

に対する関心を高める。 

従事延べ日数 26 6 24

節 ３ 美しい都市環境の創造 

民間活力の導入

現状は？：□実現している ■将来可能性はある □将来困難だが可能性はある □余地なし 

項 １ 美しい都市環境の創造 相手は？：□市民  ■市民活動団体  ■企業・学校等 

号 ２ 都市景観の創造 形態は？：事業協力 

2．進捗状況 平成 21 年 7 月 14 日記入  平成 22 年 5 月 31 日記入  平成 23 年 5 月 10 日記入

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 実施 
実施計画の予定

年度終了後 
一部実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
一部実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由

実施計画

上の予定 
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
一部実施

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 

完了した事項 

・①市内小学校 16 校に 800 本植栽。 

・②新築・増改築申請なし 

・ 

①各校に植栽可能本数

を照会したところ、目標

の 1,280 には至らず、

800 本に止まった。 

・①実籾自然公園内にあじさい 50 本を植栽 

・②新築・増改築申請なし 

・ 

 ・①津田沼公園他にあじさい 908 本を植栽 

・②新築・増改築申請なし 

・ 

 

継続している 

事項 

・①あじさいの植栽 

・②新築・増改築公共施設における緑化率 20％確保の 

  指導 

・①あじさいの植栽 

・②新築・増改築公共施設における緑化率 20％確保の 

  指導 

・①あじさいの植栽 

・②新築・増改築公共施設における緑化率 20％確保の 

  指導 

未着手事項 

・①合計 1,280 本植栽予定であったが、480 本未植栽。

・②新築・増改築申請なし 

・ 

・①なし 

・②新築・増改築申請なし 

・ 

・①なし 

・②新築・増改築申請なし 

・ 

改善案 

①各小学校にも植栽可能スペース等があるため、事前に植

栽可能かの有無を調査した結果、目標値には至らなかった

だけで、改善の余地はない。 

成果指標 ①あじさい植栽事業については、平成 21 年度より事業廃止

されるが、今後も別事業にて微量ながら目標を実現するよう

努める。 

成果指標 ①あじさい植栽事業については、平成 21 年度に事業廃止

されたが、今後も別事業にて微量ながら目標を実現するよ

う努める。 

成果指標 
実績値 
①19,030 本 

②－ 

達成率 
①11.9％ 

②－ 

実績値 
①19,080 本

②－ 

達成率 
①11.9％ 

②－ 

実績値 
①19,988 本

②－ 

達成率 
①12.5％ 

②－ 

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 16 日協議実施  平成 22 年 6 月 1 日協議実施  平成 23 年 5 月 11 日協議実施

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充   ○  

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性

拡充     

現状維持     

縮小   ○   

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持     

縮小  ○   

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

①あじさいのさし木をすることによって、コストを現状に抑えながら、成果を拡充

していく。 

★上記を選択した根拠 

①あじさい植栽事業については、平成 21 年度より事業廃止されるが、今後も別事

業にて微量ながら目標を実現するよう努める。 

★上記を選択した根拠 

①あじさい植栽事業については、平成 21 年度より事業廃止されるが、今後も別事

業にて微量ながら目標を実現するよう努める。 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

①あじさいの名所づくりの一環として、21 年度は実籾自然公園内に 10 品種、合計

1,000 本植栽する。 

①別事業にて可能な限り植栽を継続していきたい。 ①別事業にて可能な限り植栽を継続していきたい。 

前年度改革案の 

実施状況 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 

□実施 ■一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

①平成 21 年度より事業廃止され、予算を確保できなかったため 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

 


